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研究課題名 新規RI内用療法の治療効果と正常組織への影響評価

転移がんに対する治療法として、新たなRI内用療法の開発が望まれている。また、同じ吸収

研究目的 線量であったとしてもRI内用療法における腫瘍や正常組織へ与える影響が外照射とは異な
るとの報告もあるが、データは十分とは言えない。本課題では、多様なRI内用療法候補薬物
の治療効果の評価と並行し、外照射との比較評価や正常組織への影響を調べる。
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